
■　講師プロフィール 
　日本を代表する社会運動家であり、 傑出した政治評論家。
１９５２年、 講和安保両条約発効抗議運動によって東京大学文学部を退学処分。
その後、 優れた英語力を活かして原水爆禁止日本協議会国際部に勤務。
１９６５年、小田実や鶴見俊輔と共にベ平連 （ベトナムに平和を！市民連合） の結成。
１９７３年、 北沢洋子らとアジア太平洋資料センターを結成、 １９９６年まで代表。
１９９８年、 ピープルズ ・ プラン研究所を結成、 現在も運営委員を務める。 国内外
の多くの活動家や有識者と、 広いネットワークを持つ。
１９８３～２０００年、 ニューヨーク州立大学ブリングハムトン校の社会学特任教授。
『政治的想像力の復権』 『＜戦後日本国家＞という問題』 『帝国の支配 / 民
衆の連合』 『アメリカ帝国と戦後日本国家の解体』 『潜在的核保有と戦後国
家 』 『戦後レジームと憲法平和主義』 など著書多数。


